
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

　ワーキングチームにおいて、印鑑登録やマイナンバー事務の効率化を図るための業務手順の見直し、様式の統合等を行い、業務改善を図って
いる。

来年度以降の方
向性

業務の効率化を図るるため、様式の統合や紙保管文書の削減、無駄の洗い出し、業務フローの再構築といったアナログＢＰＲを継続して実施す
る。その上で、デジタル技術を活用した「書かせない、待たせない、同じ説明を繰り返させない窓口」を実現させ、市民サービスの向上及び職員の
業務負担軽減の実現を目指す。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

　今年度より、本事業費の活動指標を窓口支援システムの導入を見据え、【「書かない窓口」を実現した、ま
たは、実現の目途が立った区役所の数】に変更したため、当初目標が未達成となった。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

- - - - - 20分

↓

アウトカム
成果指標1

各区戸籍住民課窓口における繁忙期の待ち時間短縮 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

0 - 10 50 56 57

人工

指標

アウトプット
活動指標1

戸籍住民課業務のＢＰＲ（累計） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

3 人工

令和7年度予算額 17,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 4

正規職員業務量 3 人工

令和6年度決算額 13,899 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 3 人工

令和6年度予算額 25,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　令和６年度に業務改善を目的に区戸籍住民課職員で組織した「ワーキングチーム」において、印鑑登録やマイナンバー事務
の効率化を図るための業務手順の見直し、様式の統合等を行い、業務改善を図っている。

他都市の状況

　政令市のうち５市（千葉市、さいたま市、新潟市、浜松市、岡山市）で書かない窓口実現のためのツールとして、「窓口支援シ
ステム」を導入しており、その他未導入の複数の政令市においても、当該システムの導入に向けた検討を進めている状況にあ
る。

市民参加の実施

令和5年度決算額 6,298 千円 うち特定財源 0

施策名 誰もが申請や相談等の手続きをオンラインで完結することができる

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　年々デジタル技術が進展している中、区役所では紙ベースの申請書を何枚も書かせるという状況が変わらず続いており、アク
ションプランにおいても「行政手続きのＩＣＴ活用による利便性の向上」が謳われている。
　また、職員視点としても、年々制度が複雑化し、業務内容の変化への対応が難しくなってきていること、生産年齢人口の減少
により労働力の確保が難しくなってきていること等の課題がある。
　さらには、Ｈ２８年度のマイナンバーカードの導入以降戸籍住民課窓口の混雑状況が悪化している。

事業内容
（何を実施し）

　区戸籍住民課窓口業務のＢＰＲ（業務内容やその流れ（業務プロセス）を分析し最適になるように設計した上で、業務内容や
業務プロセスを再構築すること。）を実施したうえで、レイアウト変更等のアナログ改革やデジタル技術などを積極的に取り入れ
た業務改善を実施する。
　なお、各種検討が完了し、改善等に着手するまでの間は、従来どおり区役所の夜間開庁及び休日開庁を行う。

事業名 窓口改善推進費

評価担当課 所   属 デ）スマートシ　住民情報課 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70192


